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ASIAGAP 団体認証 取得 による新 たな 販売先確保に 向け て  

 

水俣 ・芦 北地 域 の たま ねぎ 栽培 は、 有作 くん の認 証を 受け

るな ど環 境に 配慮 した 特産 タマ ネギ （サ ラた まち ゃん ） とし

て全 国的 に知 られ てい ます 。し かし 、他 産地 の作 付け 前 進化

や新 型コ ロナ ウイ ルス の影 響に より 販売 が厳 しく 、価 格の低

迷が問題とな って いました 。  

そこで、JA あし きた サラたま ちゃ ん部会では新 たな 販売先

の確保に向け 、令 和２年９月か ら ASIAGAP の団体認 証取得を

目指して取組 んだ 結果、令 和３年４ 月 28 日に取得す ることが

でき まし た 。 認証 取得 後も 研修 や内 部監 査等 を継 続的 に実施

し、 ASIAGAP による適正な農場 経営 を行っていま す 。  

今年 も「 サラ たま ちゃ ん」 の 出 荷が スタ ート して いま す 。

今後も ASIAGAP 団体認証によ る新 たな販売先 確 保と ブランド

強化に向け 、引き 続き PR 活動を実 施するととも に部 会 の GAP

取組み生産者 を増 やすため 、理解促 進等 に取組ん でい きます 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真  ASIAGAP 管理研修の様子  

（左：行程管 理表 の 確認  右： 選果 場内の リスク 箇所 確認） 


